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代
行
が
提
案
し
満
場
の
拍
手
で
採
択

さ
れ
、
新
し
く
加
入
が
認
め
ら
れ
た
北

九
州
市
バ
ス
労
組
浅
岡
委
員
長
か
ら

「
加
入
承
認
の
お
礼
」
が
述
べ
ら
れ
、

「
こ
れ
か
ら
市
民
の
足
を
守
る
た
た

か
い
へ
の
支
援
」
を
訴
え
る
挨
拶
が
あ

り
満
場
の
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。 

第
２
号
議
案
は
、
活
動
経
過
報
告
で

１
２
月
の
第
７
４
回
評
議
員
会
以
後

６
月
ま
で
の
春
闘
の
取
り
組
み
、
メ
ー

デ
ー
、
市
議
会
陳
情
等
多
く
の
取
り
組

み
の
中
で
、
大
き
な
成
果
を
勝
ち
取
っ

て
き
た
こ
と
が
報
告
・
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
第
３
号
議
案
は
２
０
１
８
年
度
第

３
四
半
期
決
算
報
告
が
会
計
監
査
報

告
と
と
も
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

第
４
号
議
案
は
夏
季
闘
争
方
針
・
当

面
の
取
り
組
み
（
案
）
と
し
て
、「
第

３
１
回
定
期
大
会
の
日
程
確
認
、
役
員

定
数
の
確
認
と
併
せ
役
員
検
討
委
員

会
選
挙
管
理
委
員
会
な
ど
の
設
置
の

提
案
、
８
時
間
働
け
ば
ま
と
も
な
生
活

の
出
来
る
社
会
の
実
現
を
求
め
、
全
国

一
律
最
賃
制
度
の
確
立
を
目
指
す
取

り
組
み
、
労
働
者
の
悩
み
や
要
求
の
前

進
を
め
ざ
し
労
働
相
談
活
動
の
強
化
、

平
和
行
進
や
原
水
禁
大
会
、
反
核
マ
ラ

ソ
ン
な
ど
平
和
の
取
り
組
み
」
「
嘘
と

疑
惑
ま
み
れ
の
安
倍
内
閣
の
即
時
退

陣
を
求
め
て
参
議
院
選
挙
闘
争
、
消
費

税
１
０
％
増
税
反
対
の
取
り
組
み
」

「
公
務
の
と
こ
ろ
で
た
た
か
わ
れ
る

賃
金
確
定
闘
争
」
な
ど
に
全
力
を
あ
げ

よ
う
と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

第
５
号
議
案
は
２
０
１
８
年
決
算
見

込
み
と
２
０
１
８
年
度
更
生
予
算

（
案
）、
第
６
号
議
案
２
０
１
９
年
度
暫

定
予
算
（
案
）
が
提
案
さ
れ
、
９
月
に

開
か
れ
る
第
３
１
回
大
会
に
向
け
、
取

り
組
み
、
財
政
的
な
裏
付
け
の
提
案
と

な
り
ま
し
た
。 

 

す
べ
て
の
議
案
は
満
場
一
致
で
採
択 

 

議
案
に
つ
い
て
の
質
疑
討
論
で
は
、

大
島
（
全
教
北
九
州
）、
平
安
（
福
建
労

北
九
州
）、
石
坂
（
健
和
会
労
組
）
、
三

崎
（
北
九
市
職
労
）、
雪
竹
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

Ｕ
八
幡
支
部
）
の
５
人
の
評
議
員
か
ら
、

教
育
、
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
、
春
闘
の
前

進
、
反
核
平
和
の
取
り
組
み
、
そ
し
て

こ
れ
ら
を
聞
い
て
の
「
ア
ベ
政
治
を
変

え
な
く
て
は
！
」
な
ど
議
案
に
対
す
る

補
強
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
す
べ
て
の
議

案
は
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

大
島
副
議
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ
に
続

き
細
川
事
務
局
次
長
の
音
頭
で
団
結
が

ん
ば
ろ
う
を
行
い
、
第
７
５
回
評
議
員

会
は
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。 

 

雨
あ
が
り 

 

学
生
時
代
、
文
化
祭
な
ど
行
事
の
準
備
で

連
日
夜
遅
く
ま
で
学
校
に
残
っ
て
作
業
を

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
当
時
は
大
変
で
し

た
が
そ
れ
で
も
楽
し
く
て
、
振
り
返
っ
て
み

る
と
ま
さ
に
青
春
と
い
っ
た
感
じ
の
良
い

思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
れ
か
ら
２
０

年
近
く
経
ち
、
今
日
も
夜
遅
く
ま
で
作
業
を

し
て
い
ま
す
。 

学
生
時
代
は
遅
く
ま
で
学
校
に
い
る
こ

と
が
非
日
常
的
で
、
あ
る
種
魅
力
的
な
イ
ベ

ン
ト
で
す
ら
あ
り
ま
し
た
が
、
遅
く
ま
で
働

く
こ
と
が
日
常
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
現
在

は
、
余
暇
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
い
っ
た
概
念

を
忘
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
毎
日
に
余
裕
は

な
く
な
り
思
考
は
鈍
り
、
た
だ
呼
吸
す
る
屍

の
よ
う
な
生
活
で
す
。
そ
ん
な
日
々
を
過
ご

し
て
は
た
し
て
生
き
て
い
る
と
言
え
る
の

で
し
ょ
う
か
。「
心
を
亡
く
す
と
書
い
て
忙

し
い
」
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
す
。 

 

８
時
間
働
け
ば
人
間
ら
し
く
暮
ら
せ
る

社
会
で
生
活
し
た
い
。
そ
ん
な
人
間
と
し
て

の
最
低
限
の
要
求
も
ま
ま
な
ら
な
い
現
代

社
会
に
い
っ
た
い
誰
が
し
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
き
っ
と
私
た
ち
で
す
。
私
た
ち
国
民

の
多
く
が
声
を
あ
げ
ず
現
状
に
流
さ
れ
て

き
た
結
果
が
こ
の
社
会
な
の
で
す
。
な
ら
ば

私
た
ち
が
社
会
に
対
す
る
要
求
を
声
に
出

し
、
そ
の
声
を
国
政
が
聞
い
て
く
れ
れ
ば
社

会
は
変
わ
る
は
ず
で
す
。 

 

声
を
あ
げ
る
の
は
ま
さ
に
今
。
来
る
７
月

参
議
院
議
員
選
挙
。
私
た
ち
の
声
を
政
治

に
、
社
会
に
反
映
し
て
く
れ
る
議
員
を
私
た

ち
の
力
で
選
ぶ
た
め
、
団
結
の
と
き
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
藤
） 

６
月
７
日
１
８
時
３
０
分
か
ら
戸
畑
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
、
北
九
州
地
区
労
連
第
７
５
回
評
議
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
評
議
員
会
は
新
屋
敷
副

議
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
議
長
団
に
前
田
評
議
員
（
北
九
市
職
労
書
記
長
）
と
大
山
評
議
員
（
学
嘱
労
委
員
長
）
を
選
出
し
ま
し
た
。
評
議
員
会
は
、

評
議
員
会
定
数
５
４
人
、
出
席
評
議
員
４
３
人
が
出
席
し
評
議
員
会
議
長
に
よ
る
「
評
議
員
会
成
立
宣
言
」
の
あ
と
議
事
に
入
り
ま
し
た
。 

 

永
冨
議
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
福
岡

県
議
会
選
挙
で
見
事
再
選
を
果
た
し

た
高
瀬
菜
穂
子
県
議
と
若
松
区
選
出

の
山
内
市
会
議
員
が
参
加
し
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
激
励
の
あ
い
さ
つ
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。 

議
案
の
提
案
は
、
第
１
号
議
案
「
北

九
州
市
バ
ス
労
働
組
合
の
新
規
加
盟

の
承
認
に
つ
い
て
」
を
永
吉
事
務
局
長

地区労連加盟が承認されお礼の挨拶と 

決意を述べる浅岡委員長 

平和の取り組み、参議戦勝利、諸要求 

実現をめざし団結してガンバロウ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

労働法コラム  第５４回  

 

 

     

    黒崎合同法律事務所 

      溝口 史子 弁護士 

 

期
間
を
定
め
ず
に
雇
用
さ
れ
た
労

働
者
は
、
勤
務
先
に
い
つ
で
も
退
職
の

申
し
入
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
民
法
６
２
７
条
）
。
労
働
者
が
勤
務

先
に
退
職
の
申
し
入
れ
を
行
う
と
、
申

入
日
か
ら
２
週
間
経
過
後
、
労
働
契
約

は
自
動
的
に
終
了
し
ま
す
。
勤
務
先
か

ら
退
職
の
了
承
を
得
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

 

と
は
い
え
、
心
情
的
な
問
題
と
し

て
、「
退
職
し
た
い
け
ど
、
勤
務
先
に

『
辞
め
る
。』
と
は
言
い
に
く
い
。」
と

い
う
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

声
に
こ
た
え
、
登
場
し
た
の
が
、
本
人

に
代
わ
っ
て
退
職
の
意
思
を
勤
務
先

に
伝
え
る
「
退
職
代
行
サ
ー
ビ
ス
」
で

す
。 し

か
し
、
一
見
便
利
に
見
え
る
退
職

代
行
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、
ト
ラ
ブ
ル
が

起
き
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
よ
う

で
す
。 

 

そ
も
そ
も
、
弁
護
士
法
７
２
条
で

は
、
弁
護
士
の
資
格
を
持
た
な
い
者

が
、
報
酬
目
的
で
業
務
と
し
て
法
律
事

務
を
行
う
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
言
う
法
律
事
務
に
は
、
訴
訟
や

調
停
、
審
判
等
の
裁
判
手
続
、
行
政
庁

へ
の
不
服
申
立
手
続
等
だ
け
で
な
く
、

示
談
交
渉
（
裁
判
外
で
の
請
求
や
話
し

合
い
）
も
含
ま
れ
ま
す
。
同
条
に
違
反

し
て
法
律
事
務
を
行
う
こ
と
は
、
非
弁

行
為
と
言
わ
れ
、
刑
事
処
罰
の
対
象
と

な
り
ま
す
。 

 

こ
の
点
、
前
掲
し
た
退
職
代
行
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
事
業
者
は
、「
退
職
代
行

サ
ー
ビ
ス
は
退
職
意
思
を
伝
え
る
だ

け
の
使
者
（
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
）
に
過

ぎ
ず
、
非
弁
行
為
に
は
あ
た
ら
な
い
。」

と
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、「
相
手
に
意
思
を
伝
え
る
だ

け
」
と
「
相
手
と
話
し
合
う
」
の
境
界

線
は
曖
昧
で
す
。
退
職
代
行
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
次
第
で
は
、
非
弁
行
為
に
あ
た

り
、
違
法
と
評
価
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
退
職
代
行
サ
ー
ビ
ス
業
者
は

示
談
交
渉
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
勤
務
先
と
の
間
で
、
退
職
日
の

調
整
や
退
職
金
、
未
払
給
料
等
の
精

算
、
有
給
休
暇
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
勤
務
先
か
ら
の
反
論
に
対
し
再
反

論
を
し
た
り
、
嫌
が
ら
せ
に
対
し
抗
議

し
、
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
り
す
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。 

こ
の
た
め
、
退
職
代
行
業
者
に
退
職

の
意
思
表
示
を
行
っ
て
も
ら
っ
た
と

し
て
も
、
言
い
っ
放
し
で
労
働
者
の
地

位
が
宙
に
浮
い
て
し
ま
っ
た
り
、
在
職

中
・
退
職
後
の
紛
争
が
解
決
さ
れ
な
い

ま
ま
放
置
さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

代
行
業
者
に
は
法
律
知
識
に
関
す

る
資
格
が
な
い
た
め
、
も
し
代
行
業
者

が
非
弁
行
為
に
及
び
、
示
談
交
渉
を
行

っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
法
律
の
適

用
や
解
釈
を
誤
り
、
労
働
者
が
不
利
な

立
場
に
置
か
れ
し
ま
う
お
そ
れ
も
あ

る
で
し
ょ
う
。 

 

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る

た
め
、
退
職
に
あ
た
り
勤
務
先
と
の
間

で
摩
擦
が
生
じ
そ
う
な
場
合
や
、
残
業

代
請
求
、
損
害
賠
償
請
求
等
、
法
的
請

求
を
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
報
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酬
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
な
い
団

体
で
あ
る
労
働
組
合
や
、
有
資
格
者

で
あ
る
弁
護
士
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

 

退職代行サービスを利用するデメリットを避ける 
ために弁護士を利用する事をおすすめします 

「退職代行サービス」を利用することが出来ます。 
 

さ
よ
な
ら
原
発
金
曜
行
動 

３
５
０
回
目
行
動
に
９
０
人
参
加 

 

６
月
１
４
日
（
金
）
１
７
時
３
０

分
か
ら
１
９
時
ま
で
、
さ
よ
な
ら
原

発
！
金
曜
行
動
３
５
０
回
記
念
の
宣

伝
行
動
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。 

雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
３
５
０

回
記
念
と
い
う
こ
と
で
参
加
は
９
０

人
。
み
ん
な
元
気
に
チ
ラ
シ
を
配
り

署
名
活
動
を
し
ま
し
た
。 

棚
次
会
長
、
深
江
事
務
局
長
、
田

村
衆
議
院
議
員
、
高
瀬
県
会
議
員
も

駆
け
つ
け
、
次
々
に
リ
レ
ー
ト
ー
ク

と
う
た
ご
え
、
大
勢
で
賑
や
か
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
署
名
も
多
く
の
方

が
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

原
発
い
ら
な
い
！
、
電
気
は
足
り

て
る
、
廃
炉
！
廃
炉
！
の
コ
ー
ル
で

３
５
０
回
記
念
の
金
曜
行
動
は
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。 

３５０回記念金曜行動は、高瀬県議の音頭で、
「原発いらない！」「電気は足りてる！」「廃炉！
廃炉！」と元気にコールを行ないました。 

ロ
ン
グ
ラ
ン
宣
伝
に
５
７
人
が
参
加 

 

６
月
１
５
日
（
土
）
１
１
時
か
ら

１
３
時
ま
で
、
小
倉
駅
ペ
デ
ス
ト
リ

ア
ン
デ
ッ
キ
周
辺
で
憲
法
改
悪
反
対

３
０
０
０
万
人
署
名
を
集
約
す
る
た

め
に
ロ
ン
グ
ラ
ン
宣
伝
行
動
が
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。 

激
し
い
雨
の
中
、
１
１
時
か
ら
の

新
日
本
婦
人
の
会
や
北
九
州
の
う
た

ご
え
、
法
律
家
集
団
な
ど
民
主
団
体
、

１
２
時
か
ら
１
３
時
ま
で
は
健
和

会
、
健
和
会
労
組
、
北
九
州
地
区
労

連
、
国
民
救
援
会
な
ど
か
ら
５
７
人

が
参
加
、
６
７
筆
の
署
名
を
集
約
し

ま
し
た
。 

雨の中、多くの方が３０００万人署名に 
協力してくれました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年 ６月２１日 北九州地区労連ニュースＮＯ１５２（3） 

 

５
月
３
１
日
（
金
）
１
３
時
３
０

分
か
ら
、
北
九
州
市
北
橋
健
治
市
長

に
自
衛
官
募
集
の
た
め
の
抽
出
名

簿
閲
覧
に
つ
い
て
中
止
す
る
よ
う

求
め
る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

行
動
は
、
小
倉
地
区
平
和
委
員
会
が

呼
び
掛
け
、
北
九
州
市
民
の
会
や
北

九
州
地
区
労
連
、
全
教
北
九
州
教
職

員
組
合
、
新
日
本
婦
人
の
会
各
支

部
、
北
九
州
憲
法
集
会
実
行
委
員
会

な
ど
１
７
団
体
が
呼
び
掛
け
、
緊
急

の
行
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
３
０
人

が
参
加
。
呼
び
か
け
人
の
小
倉
平
和

委
員
会
高
木
健
康
会
長
が
要
請
書

を
手
渡
し
ま
し
た
。
そ
の
後
参
加
者

か
ら
、
自
衛
隊
の
要
請
に
安
易
に
応

え
る
北
九
州
市
の
姿
勢
に
つ
い
て

第
５
６
回
北
九
州
母
親
大
会

が
、
６
月
１
６
日
（
日
）
八
幡
西

区
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、

５
３
０
人
が
参
加
し
、
会
場
で
訴

え
た
カ
ン
パ
も
１
０
３
，
２
７
１

円
が
集
約
さ
れ
ま
し
た
。 

 

午
前
中
は
「
北
九
州
の
空
に
あ

る
危
機
。
ー
オ
ス
プ
レ
イ
も
飛
ん

で
く
る
ー
」
な
ど
５
つ
の
分
科
会

と
無
料
年
金
相
談
会
が
開
か
れ
、

午
後
か
ら
は
全
体
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
記
念
講
演
は
、
武
蔵
野
美

術
大
学
志
田
陽
子
教
授
が
「
歌
で

つ
な
ぐ
憲
法
の
話
ー
憲
法
に
託
さ

れ
た
夢
と
希
求
ー
」
と
題
し
て
ラ

イ
ブ
＆
ト
ー
ク
、
す
ば
ら
し
い
も

の
で
し
た
。 

運
動
交
流
は
、
労
働
者
の
た
た

か
い
、
消
費
税
増
税
反
対
の
た
た

か
い
、
辺
野
古
新
基
地
に
土
砂
搬

入
反
対
の
闘
い
、
貴
重
な
文
化
財

を
守
る
た
た
か
い
な
ど
１
０
団
体

か
ら
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。
特
別

決
議
、
大
会
宣
言
も
満
場
一
致
で

確
認
さ
れ
、
分
科
会
で
確
認
さ
れ

た
申
し
合
わ
せ
事
項
も
発
表
さ
れ

ま
し
た
。 

会
場
か
ら
黒
崎
駅
ま
で
の
パ
レ

ー
ド
に
も
講
師
の
志
田
陽
子
さ
ん

も
参
加
し
、
元
気
に
コ
ー
ル
し
な

が
ら
行
進
し
ま
し
た
。 

                         

し
て
は
な
ら
な
い
と
願
う
国
民

の
民
意
が
最
も
先
鋭
的
に
表
れ
て

い
る
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

前
泊
さ
ん
の
講
演
で
は
、
ま
ず
、

「
日
米
安
保
と
地
位
協
定
に
関
す

る
基
礎
検
定
（
２
０
１
９
年
４
月

版
）」
と
い
う
３
３
問
の
問
題
提
示

に
始
ま
り
、
あ
っ
と
い
う
間
の
１

時
間
４
０
分
で
し
た
。
中
で
も
第

２
次
世
界
大
戦
当
時
の
日
独
伊
三

国
軍
事
同
盟
の
各
国
が
、
現
在
の

米
軍
基
地
使
用
を
ど
の
よ
う
に
さ

せ
て
い
る
か
。
と
い
う
こ
と
に
対

し
て
あ
ま
り
に
日
本
政
府
の
対
応

が
他
の
国
々
に
比
し
て
お
粗
末
な

の
に
は
驚
き
ま
し
た
。 

 打
楽
器
打
ち
鳴
ら
し
、
２
０
０

人
が
小
倉
駅
ま
で
パ
レ
ー
ド 

 

憲
法
集
会
終
了
後
、
１
５
時
３

０
分
か
ら
勝
山
公
園
（
中
央
図
書

館
横
）
で
平
和
を
あ
き
ら
め
な
い

北
九
州
ネ
ッ
ト
の
集
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
約
２
０
０

人
で
、
１
０
連
休
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
多
く
の
参
加
者
で
活
気
あ
ふ

れ
る
パ
レ
ー
ド
が
そ
の
後
小
倉
駅

前
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
憲
法
集

会
の
直
後
に
開
か
れ
ま
し
た
が
、

講
演
者
の
前
泊
さ
ん
も
参
加
さ
れ

参
加
者
は
、
打
楽
器
を
打
ち
鳴
ら

し
「
憲
法
変
え
る
な
、
政
治
を
変

え
ろ
！
」
「
隠
す
な
、
だ
ま
す
な
、

忖
度
す
る
な
！
」「
兵
器
を
買
わ
ず

に
福
祉
に
回
せ
！
」
と
コ
ー
ル
を

し
な
が
ら
Ｊ
Ｒ
小
倉
駅
ま
で
パ
レ

ー
ド
を
行
な
い
ま
し
た
。 

福
岡
県
労
連
は
、
７
２
回
評
議

員
会
を
５
月
２
６
日
（
日
）
１
３

時
か
ら
第
３
偕
成
ビ
ル
４
階
会
議

室
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

評
議
会
は
、
出
席
評
議
員
４
２

人
、
委
任
１
７
人
の
５
９
人
、
９

０
．
８
％
の
出
席
で
成
立
。
北
九

州
地
区
労
連
か
ら
は
４
人
の
評
議

員
全
員
が
出
席
。
第
１
号
議
案
２

０
１
９
年
春
闘
経
過
報
告
と
当
面

の
取
り
組
み
（
案
）、
第
２
号
議
案

役
員
定
数
（
案
）
及
び
選
挙
管
理

委
員
会
の
設
置
と
委
員
の
選
出
、

第
３
号
議
案
２
０
１
８
年
度
第
３

運動交流は、１０団体から報告され、労働団体
からは、健和会労組、全教北九州、年金者組合、

北九市職労保育所部会、調理士部会が報告 

四
半
期
会
計
報
告
、
監
査
報
告
、

第
４
号
議
案
２
０
１
９
年
度
暫
定

予
算
（
案
）
が
道
下
事
務
局
長
、

福
山
事
務
局
次
長
、
小
川
事
務
局

次
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

 

議
案
に
対
す
る
討
論
で
は
、
１

２
人
の
評
議
員
が
発
言
し
ま
し

た
。
北
九
州
地
区
労
連
永
冨
議
長

は
「
福
岡
県
知
事
選
、
北
九
州
市

長
選
挙
の
取
り
組
み
、
２
０
１
９

年
春
闘
の
取
り
組
み
、
第
９
０
回

北
九
州
統
一
メ
ー
デ
ー
の
７
７
団

体
９
３
５
人
が
参
加
し
た
こ
と
等

北
九
州
で
の
こ
の
間
の
取
り
組
み

第３１回定期大会を開催します 

 
と き ２０１９年 ９月１５日（金） 

と き １０時開会 

ところ 毎日西部会館 ５階 中ホール 

議 題 ２０１８年度経過報告 

２０１８年度会計収支報告 

２０１９年度運動方針（案） 

２０１９年度予算（案） 

評議員の皆さんご出席をよろしく 

要請書を手渡す北九州平和委員会高木健康会長 

大会終了後、黒崎駅まで母親行進をしました 

自
衛
官
募
集
抽
出
名
簿
閲
覧
の
中
止
を
申
し
入
れ 

厳
し
く
追
及
。
対
応
し
た
総
務
局
区

政
課
課
長
は
、
法
律
の
範
囲
で
の
対

応
で
あ
り
問
題
は
な
い
と
い
う
立

場
を
表
明
し
ま
し
た
。 

に
ふ
れ
、
労
働
者
の
要
求
実
現
を

目
指
し
、
安
倍
政
権
に
よ
る
市
民

い
じ
め
を
や
め
さ
せ
る
た
め
に
、

引
き
続
き
市
民
と
野
党
の
共
闘
を

大
き
く
広
げ
、
参
議
院
選
挙
で
も

奮
闘
す
る
決
意
を
表
明
」
し
ま
し

た
。 最

後
に
道
下
事
務
局
長
が
、「
１

２
人
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
取
り
組
み
、
た
た
か
い
に

つ
い
て
積
極
的
な
発
言
と
し
て
受

け
止
め
る
。
こ
れ
か
ら
消
費
税
増

税
、
９
条
改
悪
反
対
な
ど
極
め
て

重
要
な
た
た
か
い
が
続
く
。
国
政

選
挙
、
ダ
ブ
ル
の
動
き
も
有
り
手

を
抜
く
こ
と
は
出
来
な
い
。
引
き

続
き
全
力
で
ガ
ン
バ
ロ
ウ
！
」
と

ま
と
め
の
答
弁
を
し
、
す
べ
て
の

議
案
は
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。 

山
下
県
労
連
議
長
の
「
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ウ
！
」
で
評
議
員
会
参
加

者
全
員
の
決
意
を
固
め
ま
し
た
。 福岡県労連第７２回評議員会で北九州の 

たたかい、取り組みを発言する永冨議長 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課
題
別
発
言
コ
ー
ナ
ー
は
、
多
く

の
団
体
か
ら
発
言
の
申
し
込
み
が
あ

り
ま
し
た
が
、
時
間
の
関
係
で
１
０

の
団
体
に
絞
ら
れ
ま
し
た
。 

発
言
時
間
は
各
団
体
３
分
間
と
短

か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
一
緒
に
配
布
し
た
資
料
集
の
中

に
、
各
団
体
の
発
言
に
つ
い
て
掲
載

し
て
い
ま
す
。 

各
団
体
か
ら
訴
え
ら
れ
た
課
題
は

い
づ
れ
も
切
実
な
課
題
・
要
求
で
す
。

各
団
体
か
ら
の
協
力
要
請
に
積
極
的

に
応
え
て
い
た
だ
き
、
要
求
前
進
と

共
同
闘
争
を
発
展
さ
せ
ま
し
よ
う
。 

夏
の
た
た
か
い
の
最
重
要
課
題
と

し
て
頑
張
り
ま
し
よ
う
。 

６
月
２
日
（
日
）
１
３
時
か
ら
築
上
町
ふ
る
さ
と
公
園
広
場
で
、「
築
城
基
地
の
米
軍
基
地
化
を
許
さ
な
い
！
福
岡
県

集
会
」
が
、
福
岡
県
総
が
か
り
実
行
委
員
会
、
戦
争
へ
の
道
を
許
さ
な
い
福
岡
県
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
主
催
で
開
か
れ
、
命
・

く
ら
し
・
平
和
を
守
り
た
い
と
願
う
１
，
５
０
０
人
の
参
加
で
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
会
場
で
訴
え
た
カ
ン
パ
は
３
２
９
，

６
１
５
円
が
集
約
さ
れ
ま
し
た
。 

 

２０１９年 ６月２１日 北九州地区労連ニュースＮＯ１５２（２） 

 

築城基地の米軍基地化反対福岡県集会 

会場一杯の参加者 

 

集
会
は
、
福
岡
県
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表

の
開
会
挨
拶
に
始
ま
り
、
集
会
中
も
戦

闘
機
の
ご
う
音
が
響
く
中
、
九
州
各
地

で
基
地
反
対
の
た
た
か
い
を
続
け
て

い
る
、
地
元
高
校
生
の
訴
え
、
沖
縄
、

岩
国
、
新
田
原
（
に
ゅ
ー
た
ば
る
）
、

日
出
生
台
、
佐
賀
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
反

対
住
民
の
会
等
が
次
々
に
演
台
に
た

ち
、
基
地
の
弊
害
と
基
地
撤
去
ま
で
闘

い
続
け
る
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 基

地
撤
去
ま
で
た
た
か
い
続
け
る 

 

３
０
年
に
わ
た
っ
て
築
城
基
地
反

対
の
座
り
込
み
を
続
け
る
「
平
和
と
い

の
ち
を
見
つ
め
る
会
」
の
渡
辺
ひ
ろ
子

代
表
は
、
計
画
発
表
後
の
山
口
・
岩
国

基
地
の
米
軍
機
飛
来
激
増
を
報
告
し

築
城
基
地
強
化
は
沖
縄
の
負
担
軽
減

に
寄
与
し
な
い
と
指
摘
。
「
み
な
さ
ん

の
パ
ワ
ー
を
明
日
か
ら
の
運
動
に
つ

な
げ
、
基
地
撤
去
ま
で
た
た
か
い
つ
づ

け
る
」
と
語
り
ま
し
た
。 

 戦
闘
機
の
爆
音
で
勉
強
が
出
来
な
い 

 

地
元
の
高
校
生
の
吉
原
さ
ん
は
、

「
授
業
中
自
衛
隊
の
戦
闘
機
が
爆
音

を
出
し
て
飛
行
す
る
と
勉
強
で
き
な

い
。
政
府
は
国
民
に
嘘
ば
か
り
、
築
城

の
米
軍
基
地
化
は
反
対
。
安
心
し
て
く

ら
し
て
学
べ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
る
」

と
訴
え
ま
し
た
。
山
口
県
岩
国
市
、
宮

崎
・
大
分
・
佐
賀
か
ら
も
連
帯
の
訴
え

が
あ
り
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
の
仁
比
そ
う
へ
い
参

院
議
員
は
「
日
米
軍
事
一
体
化
で
世
界

中
に
出
撃
す
る
国
づ
く
り
を
許
す
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
参
院
選
で
の
市
民

と
野
党
の
本
気
の
共
闘
で
安
倍
政
治

を
終
わ
り
に
し
て
い
こ
う
」
と
力
を
込

め
訴
え
ま
し
た
。
社
民
党
の
佐
々
木
允

県
議
が
あ
い
さ
つ
。
立
憲
民
主
党
、
国

民
民
主
党
の
国
会
議
員
、
地
元
築
城
町

長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。 

閉
会
の
挨
拶
は
、
総
が
か
り
実
行
委

員
会
の
青
柳
代
表
が
行
な
い
、
集
会

後
、
築
城
基
地
ま
で
デ
モ
行
進
し
、「
地

域
基
地
の
米
軍
基
地
化
を
阻
止
し
て

い
く
た
め
に
、
反
対
の
声
を
大
き
く
広

げ
、
各
地
の
た
た
か
い
と
連
帯
し
て
、

戦
争
の
な
い
平
和
で
豊
か
な
安
心
し

て
く
ら
せ
る
福
岡
、
そ
し
て
日
本
を
作

っ
て
い
こ
う
と
訴
え
な
が
ら
行
進
し

ま
し
た
。 

確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

結
審
集
会
で
挨
拶
に
た
っ
た
福
建

労
の
江
口
委
員
長
は
、
「
福
岡
の
判
決

で
他
訴
訟
よ
り
良
い
判
決
を
勝
ち
取

る
。
そ
れ
に
は
署
名
や
自
治
体
採
決
を

さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
」
と

述
べ
さ
ら
な
る
支
援
の
強
化
を
訴
え

ま
し
た
。 

 

５
月
２
７
日
（
月
）
九
州
建
設
ア

ス
ベ
ス
ト
訴
訟
第
１
陣
福
岡
高
裁
結

審
し
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
、
福
建
労
や
支
援
す
る

会
が
大
宣
伝
行
動
、
事
前
集
会
、
結

審
傍
聴
、
結
審
集
会
な
ど
が
取
り
組

ま
れ
、
京
都
・
大
阪
・
首
都
圏
で
た

た
か
っ
て
い
る
原
告
や
支
援
者
な
ど

も
参
加
し
全
体
で
３
０
０
人
を
超
え

る
福
建
労
組
合
員
や
支
援
者
が
参
加

し
、
１
１
月
１
１
日
の
判
決
日
に
向

け
て
、
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
全

面
解
決
と
被
害
根
絶
に
向
け
て
さ
ら

に
大
き
な
運
動
と
し
て
い
く
こ
と
が

築城基地の米軍基地化反対福岡県集会 

会場一杯の参加者 

デモ隊の先頭ではためく 

福岡県労連旗 

築城基地の米軍基地化反対福岡県集会 

会場一杯を埋め尽くす参加者 

公
契
約
条
例
制
定
を
め
ざ
し
て 

条
例
制
定
先
進
都
市
直
方
市
を
調
査 

 

北
九
州
地
区
労
連
は
「
公
契
約
条

例
制
定
」
で
市
に
関
連
す
る
仕
事
に

従
事
す
れ
ば
適
正
賃
金
・
労
働
条
件

を
確
保
で
き
る
よ
う
、
北
九
州
市
に

求
め
運
動
し
て
き
ま
し
た
。 

市
議
会
へ
も
陳
情
し
ま
し
た
が
、

市
当
局
は
「
事
業
者
か
ら
の
業
務
量

が
増
え
る
な
ど
の
不
安
や
反
対
の
声

も
あ
り
、
研
究
段
階
だ
」
と
の
こ
こ

数
年
の
回
答
か
ら
一
歩
も
進
め
よ
う

と
し
て
い
ま
せ
ん
。 

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
地

区
労
連
は
、
今
後
の
運
動
の
中
心
課

題
と
し
て
、「
公
契
約
条
例
を
制
定
す

る
会
」（
会
長
永
冨
雅
生
）
を
立
ち
上

げ
、
ユ
ニ
オ
ン
北
九
州
や
自
治
労
全
国

一
般
に
も
呼
か
け
取
り
組
み
を
強
め

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

そ
の
前
段
と
し
て
６
月
１
９
日
に

福
岡
県
内
で
公
契
約
条
例
を
制
定
し
、

成
果
を
上
げ
て
い
る
直
方
市
に
「
導
入

の
苦
労
や
課
題
、
現
在
ま
で
の
成
果
と

今
後
」
を
訪
問
し
調
査
し
ま
し
た
。 

今
後
の
運
動
に
生
か
し
て
い
き
ま

す
。 

 

結審集会に参加した３００人を超える支援者に必ず

勝利判決を勝ち取る決意を述べる福建労江口議長 


